
２０１２年７月にプラズマ・核融合

学会誌の編集委員となって２ヶ月

程経過した９月の土曜日，京都大学で開かれた学会主催の

高校生シンポジウム（詳しくは本誌本会記事をご覧くださ

い）に出席しました．特に編集委員であるから参加したと

いうわけではなく，私自身大学の業務で高校生向けサマー

スクールの企画に関わることがあり，高校生がどのように

自分たちの科学研究の成果を発表するのか，また，どのよ

うな質問をするのかを見学できるよい機会であると思った

からです．

シンポジウムは京都大学の先生による講演で始まったの

ですが，最初の講演後の質疑応答の時間に何人もの高校生

が手を上げたことに，まず驚きました．講師の先生が高校

生向けに非常にわかりやすく，興味を引かせるような講演

をされたということもあるのでしょうが，大学生や院生の

質疑応答よりも活発な議論がされたのではないかと感じた

ほどです．始めは一部の高校の生徒が熱心に手を上げてい

たのですが，それに刺激されたのか，講演に続いて行われ

た高校生自身による口頭発表の頃には非常に多くの生徒が

積極的に質問し，予定されていた質疑の時間では収まらな

いほどでした．それらの質問に対し，時に悩みながらも丁

寧に答える発表者の姿にも感心しました．ポスター発表の

場では，参加していた大学院生，教員らからの質問に対し

て臆することなく自分の考えを説明し，今後の研究に生か

そうと熱心にアドバイスを聞く姿勢がみられました．

学会誌に掲載された記事は，学会員以外の方もウェブか

らアクセスすることが可能です．実際，プラズマや核融合

の専門家以外の方が特定の記事を多くダウンロードされて

いると思われるデータも存在します．難しい課題かもしれ

ませんが，専門家の皆様にはもちろん，プラズマ・核融合

に興味を持ち始めたばかりの方にもより一層興味を持って

いただけるような記事が掲載される学会誌にできれば，と

思いつつ，シンポジウムの表彰式を見ていました．

（籔内俊毅）
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